
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。 
ぜひ「いいね！」や「シェア」をして、お友だちにご紹介ください。 

地域の課題 

支援はチャイルドの生活を変える力となります 

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン 

チャイルド・スポンサーシップは、1人の子どもを対象にしたお金や物の提
供ではありません。支援地域の人々が子どもの健やかな成長のために
必要な環境を整えられるよう、チャイルドが住む地域を支援するプログ
ラムです。チャイルドが住む地域と、現地でワールド・ビジョンが実施して
いるプログラムについてご紹介します。 

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？ 
 

登録（アカウント作成）後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報
がご覧いただけます。 
ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、手続
きをしていただけます。申請後、５営業日以降、情報をご確認いただけます。 
 
 
また、右のQRコードからメールアドレスをご登録いただければ、 
チャイルドや支援地域からの最新動画、イベント情報などもお届けします。 
 

Instagram 
@worldvisionjapan 

Twitter 
@WorldVisionJPN 

FACEBOOK 
@worldvisionjapan 

*2018年時点 

27%* • 5歳以下の 

低体重の子ども 

17.7%* 
• 子どもの食費・教育費を 

賄うことができない世帯 

36%* • コミュニティが子どもにとって 

安全ではないと感じている保護者 

低所得と食料不足 

劣悪な保健衛生・栄養状態 

アフサナちゃんは両親と3人の兄弟と暮らしています。母親は息子だけでなく娘にも教育を受
けさせたいと考えていましたが、父親は「女の子を学校に行かせるのは無駄だ」と考えていまし
た。 

しかし、ワールド・ビジョンの支援が始まり、両親は子どもの権利や教育の重要性について学
びました。その結果、父親は考えを変え、アフサナちゃんにも教育を受けさせることを決めまし
た。アフサナちゃんは学校の先生になるという夢を持って一生懸命勉強しています。 

ワールド・ビジョンは、アフサナちゃんのような子どもたちが希望を持って成長できるよう、支援
活動を行っています。 子どもの権利と保護への認識 

バングラデシュ人民共和国 

ビルゴンジ地域開発プログラムのご紹介 
(BGD-192234) 

一般的な家庭の台所。家庭が貧し
いため家事・手伝いに追われ、学校
に行けない子どもたちがいます 

支援地域の中で最も貧しい地域に
住む子どもたち 



地域の課題 

ワールド・ビジョンが行う支援活動 

国情報 

地域情報 

支援期間： 
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。 

首都：ダッカ 

低所得と食料不足 

農業以外の収入の道が得られるよう 
支援します 

• 野菜栽培や家畜飼育に関する研修
と、肥料や農機具、家畜の提供 

• 農業以外の収入を得られるよう、縫
製や竹細工などの研修 

• 貯蓄グループを組織し小規模融資を
受ける機会の提供 

貧困が深刻な問題となっています。多

くの住民が自分の土地を持っておらず、

小作農や日雇い労働で暮らしていま

す。必要な食料を確保できない家庭

も少なくありません。 

出産前健診を受ける母親の割合が

41.4%、出産後健診の受診割合も

52.2%と低く、特に妊娠中・授乳中

の母親の啓発が必要です。子どもたち

の栄養不良も深刻です。 

母親に栄養価の高い食事の作り方を教え、 
子どもたちの栄養状態を改善します 

• 母親への子どもの栄養や健康管理に
関する研修 

• 衛生習慣やトイレ利用に関する啓発 

• 井戸や衛生的なトイレの設置を支援 

劣悪な保健衛生 
・栄養状態 

子どもの権利や子どもの保護への認識
が低く、多くの保護者がコミュニティの環
境が子どもにとって安全ではないと感じ
ています。また、子どもの権利や保護へ
の認識が低い保護者も数多くいるため、
女の子は結婚を強いられたり、男の子
は家計を助けるために働きに出るよう
求められることがあります。 

子どもフォーラムで、子どもたちが 
自分の権利について学ぶ支援をします 

• 子どもフォーラムや学校を通じた啓発 

• 住民グループによる地域の開発に向
けた計画の策定と実施 

• 地元行政への、子どもにとって安全な
環境を作るための働きかけ 

子どもの権利と 
保護への認識 

南アジアに位置し、インド、ミャンマーと国境を接し、南はインド洋に面しています。日本の4割ほどの国土に約1億5000万人が暮らしています。ベンガル人
が人口の98%を占め、イスラム教徒が約90%と多数派です。公用語はベンガル語。教育制度は、就学前教育(1年)、初等教育(5年)、中等教育(7
年：3－2－2年)、高等教育(3年～)で、義務教育は初等教育の5年間です。国の中央部をガンジス川が流れ、国土の大部分はデルタ地帯で、サイク
ロンや洪水などの自然災害の被害を受けやすい国です。 

バングラデシュ人民共和国 

ビルゴンジ 
地域開発プログラム 

2009年～2028年 

首都ダッカから北西へ約410km、車で約

8.5時間の場所に位置する、ディナスプール

県ビルゴンジ郡にてプログラムを実施していま

す。支援地域には、サンタル族、オラオン族、

ムショホル族など、多くの少数民族が住んで

います。バングラデシュ全体では、女性差別

が問題になっていますが、少数民族の中には

母系制民族もあり、男性の方が不利な状況

におかれる場合もあります。少女の早婚、児

童労働、家庭内暴力なども地域社会の問

題となっています。 

ビルゴンジ 
地域開発プログラム 
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